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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電源線と、
　第２の電源線と、
　第３の電源線と、
　シフトレジスタと、
　複数のレベルシフタと、
を備え、
　前記シフトレジスタは、複数段により構成され、転送開始パルスをクロック信号及び反
転クロック信号に同期して転送するとともに、前記複数のレベルシフタの各々に転送パル
スを出力し、
　前記複数のレベルシフタは、前記シフトレジスタの各段に対応して設けられており、
　前記シフトレジスタの各段と前記第１の電源線との間は、第１の電源入力線を介して接
続されており、
　前記シフトレジスタの各段と前記第２の電源線との間は、第２の電源入力線を介して接
続されており、
　前記複数のレベルシフタの各々と前記第２の電源線との間は、第３の電源入力線を介し
て接続されており、
　前記複数のレベルシフタの各々と前記第３の電源線との間は、第４の電源入力線を介し
て接続されており、
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　第１のダイオードは、前記第４の電源入力線と前記第２の電源線との間に接続されてい
る
ことを特徴とする電気光学パネルの駆動回路。
【請求項２】
　第２のダイオードが、前記第１の電源入力線と前記第２の電源線との間に接続されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の電気光学パネルの駆動回路。
【請求項３】
　第３のダイオードが、前記第２の電源入力線と前記第１の電源線との間に接続されてい
ることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電気光学パネルの駆動回路。
【請求項４】
　第４のダイオードが、前記第３の電源入力線と前記第３の電源線との間に接続されてい
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電気光学パネルの駆動回路。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電気光学パネルの駆動回路及び前記電気光学パ
ネルを備えたこと
　を特徴とする電気光学装置。
【請求項６】
　請求項５記載の電気光学装置を具備してなること
　を特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、有機ＥＬパネルのような電気光学パネルの駆動回路及びその駆動方
法、並びに該電気光学パネルの駆動回路を備えてなる電気光学装置、及びこれを備えた電
子機器の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、有機ＥＬパネルの如き電気光学パネルを駆動する駆動回路は、外部からの電源
供給を受けて走査線やデータ線を駆動する内蔵回路として電気光学パネルの基板に作り込
まれたり、或いは外付けＩＣ回路として該基板に後付けされたりする。このような駆動回
路の劣化又は破壊の要因としては、特に電気光学装置の組み立て時又は運搬時に問題とな
る静電気放電のストレスによる破壊、即ち静電破壊が挙げられる。組み立て時等に駆動回
路或いは電気光学装置の周辺で静電気が発生し、これが駆動回路に接続された配線に印加
されると、駆動回路が劣化又は破壊されかねない。
【０００３】
　そこで、このような静電気による駆動回路の劣化又は破壊を防止するために、保護回路
が、駆動回路の信号入出力に関係する信号経路に設けられる（例えば、特許文献１及び２
参照）。より具体的には、保護回路は、例えば駆動回路外部からクロック信号、反転クロ
ック信号、スタートパルス等の各種信号が入力される入力端子に対して入力保護回路とし
て設けられる。或いは、走査信号、エンドパルス等の駆動回路外部への各種信号が出力さ
れる出力端子に対して出力保護回路として設けられる。
【０００４】
　また、絶縁ゲート型トランジスタ回路装置の内部において、フローティング状態の回路
部分に蓄積された静電気を効果的に放電することによって、静電気による素子の破壊を防
止する技術も提案されている（例えば、特許文献３。）。
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２９４３８３号公報
【特許文献２】特開２００３－３０８０５０号公報
【特許文献３】特開２０００－９８３３８号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、有機ＥＬパネルを駆動するドライバ回路において、外部からドライバ回
路に侵入する静電気の対策としてドライバ回路の外部に保護ダイオードを設けた場合には
、ドライバ回路の内部で生じた静電気をドライバ回路の外部に逃がすことが困難である。
例えば、ドライバ回路が備えるレベルシフタ、シフトレジスタ、或いはバッファ等を駆動
するための電源を供給するための電源線を形成する工程において、該電源線をパターニン
グした際のレジストを剥離する際に該電源線に静電気が発生することがある。このような
静電気は、ドライバ回路が備えるレベルシフタと該レベルシフタに接続されたバッファを
静電破壊することがあり、有機ＥＬパネルの製造プロセスにおける歩留まりの低下を招く
原因になる。
【０００７】
　よって、本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、例えば、有機ＥＬパネルの
如き電気光学パネルを駆動するための駆動回路が静電破壊されることを低減することがで
きる電気光学パネルの駆動回路、その駆動方法、及び駆動回路、並びに電気光学装置及び
これを備えた電子機器を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る駆動回路は、上記課題を解決するために、第１の電源線と、第２の電源線
と、第３の電源線と、シフトレジスタと、複数のレベルシフタと、
を備え、前記シフトレジスタは、複数段により構成され、転送開始パルスをクロック信号
及び反転クロック信号に同期して転送するとともに、前記複数のレベルシフタの各々に転
送パルスを出力し、前記複数のレベルシフタは、前記シフトレジスタの各段に対応して設
けられており、前記シフトレジスタの各段と前記第１の電源線との間は、第１の電源入力
線を介して接続されており、前記シフトレジスタの各段と前記第２の電源線との間は、第
２の電源入力線を介して接続されており、前記複数のレベルシフタの各々と前記第２の電
源線との間は、第３の電源入力線を介して接続されており、前記複数のレベルシフタの各
々と前記第３の電源線との間は、第４の電源入力線を介して接続されており、第１のダイ
オードは、前記第４の電源入力線と前記第２の電源線との間に接続されていることを特徴
とする。
　また、本発明の駆動回路は、上記の電気光学パネルの駆動回路であって、第２のダイオ
ードが、前記第１の電源入力線と前記第２の電源線との間に接続されていることを特徴と
する。
　また、本発明の駆動回路は、上記の電気光学パネルの駆動回路であって、第３のダイオ
ードが、前記第２の電源入力線と前記第１の電源線との間に接続されていることを特徴と
する。
　また、本発明の駆動回路は、上記の電気光学パネルの駆動回路であって、第４のダイオ
ードが、前記第３の電源入力線と前記第３の電源線との間に接続されていることを特徴と
する。
　本発明に係る電気光学装置は上記課題を解決するために、上述した電気光学パネルの駆
動回路及び前記電気光学パネルを備える。
　本発明に係る電子機器は上記課題を解決するために、上述した電気光学装置を具備して
なる。
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路は上記課題を解決するために、画像表示領域に
複数の画素部が設けられた電気光学パネルを駆動するための電気光学パネルの駆動回路で
あって、電源回路から複数の電位の電源が夫々供給される複数の電源線と、前記複数の画
素部に画像信号を供給すべきタイミングを規定する転送信号を出力するシフトレジスタと
、前記複数の電源線のうち少なくとも相異なる電位が供給される一の電源線及び他の電源
線に接続されており該一の電源線及び該他の電源線を介して供給される前記相異なる電位
の電源を用いて前記出力された転送信号の電圧を高めるレベルシフタと、前記一の電源線
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及び前記他の電源線の間に設けられ、前記一の電源線及び前記他の電源線のうち一方に印
加された静電気を他方に逃がす電気経路を提供するダイオードを有する静電保護回路とを
備える。
【０００９】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路によれば、その動作時には、電気光学パネルを
駆動するための各種信号をシフトレジスタから所定のタイミングで転送し、レベルシフタ
は該シフトレジスタから転送された各種信号の電圧レベルをレベルシフトして転送信号と
して出力する。駆動回路は、転送信号に応じて、例えば画像信号をデータ線を介して電気
光学パネルに供給し、電気光学パネルを駆動する。この際、駆動回路は、レベルシフタに
相異なる電位を供給する一の電源線と他の電源線とを備えており、これら２本の電源線に
よって供給される電源によってレベルシフタは駆動される。
【００１０】
　本発明では特に、一の電源線と他の電源線との間には、ダイオードを有する静電保護回
路が設けられており、該静電保護回路は、前記一の電源線及び前記他の電源線のうち一方
に印加された静電気を他方に逃がす電気経路を提供する。したがって、電気光学パネルに
駆動回路が内蔵されてなる或いは外付けされてなる電気光学装置の製造時等において、レ
ベルシフタに接続された一及び他の電源線間に、静電気による比較的高い電圧が生じても
、電気経路を介して静電気等を逃がすことによって、レベルシフタが静電破壊されること
を抑制することが可能となる。例えば、電気光学パネルの組み立て時や運搬時等、或いは
動作時に駆動回路内部で発生する静電気によってレベルシフタが静電破壊されることを低
減することができる。
【００１１】
　更に、レベルシフタが静電破壊されることを抑制することができるため、レベルシフタ
に電気的に接続されたシフトレジスタ等が静電破壊されることも抑制することができ、駆
動回路全体を静電気から保護することも可能である。
【００１２】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の一態様では、当該駆動回路は、前記電圧を高
められた転送信号に応じて前記画像信号を前記電気光学パネルに配線された信号線を介し
て前記画素部に供給することによって、前記電気光学パネルを駆動するデータ線駆動回路
を含む。
【００１３】
　この態様によれば、特に、駆動周波数が走査線駆動回路に比べて高いことからレベルシ
フタが好適に用いられるデータ線駆動回路に係る該レベルシフタやシフトレジスタを、静
電気等から保護することが可能となる。
【００１４】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、前記電気光学パネルは、電流
駆動型の電気光学パネルであり、前記データ線駆動回路は、前記電圧を高められた転送信
号に応じて前記画像信号をサンプリング又はラッチして前記信号線に供給する。
【００１５】
　この態様においては、電流駆動型の電気光学パネルを駆動するためには、相対的に大き
い電流の画像信号を供給することが重要であり、該画像信号をサンプリング又はラッチす
るためには、相対的に大きいサイズのＴＦＴ等の大型スイッチが用いられる。そして、該
大型スイッチを制御するために、転送信号の電圧も、レベルシフタによって増幅されるこ
とになる。このように電圧が高められた転送信号に応じて、画像信号上の画像信号が、前
述の大型スイッチによりサンプリング又はラッチされて信号線に供給される。したがって
、この態様によれば、画像信号をサンプリング又はラッチするための転送信号の電圧を増
幅することによって、十分な電流の画像信号を供給することで、電流駆動型の電気光学パ
ネルを良好に駆動することが可能となる。
【００１６】
　或いは本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、当該駆動回路は、前記
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電圧を高められた転送信号を走査信号として前記電気光学パネルに配線された複数の走査
線を介して前記画素部に供給することによって、前記電気光学パネルを駆動する走査線駆
動回路を含む。
【００１７】
　この態様によれば、転送信号を走査信号として出力する走査線駆動回路に係るレベルシ
フタ及びシフトレジスタを、静電気等から保護することが可能となる。
【００１８】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、前記電気光学パネルは、有機
ＥＬパネルであってもよい。
【００１９】
　この態様によれば、有機ＥＬパネルを発光させるための駆動電流を十分に供給すること
ができる。すなわち、転送信号の電圧がシフトレジスタによってレベルシフトされている
ことから、該転送信号に応じて有機ＥＬパネルに供給されるが画像信号の電圧もレベルシ
フトされており、該画像信号に応じた高い電流を有機ＥＬパネルが備える画素に含まれる
有機ＥＬ素子に流すことが可能である。したがって、有機ＥＬ素子の発光量を十分に確保
することができ、該有機ＥＬパネルの画質を高めることが可能である。
【００２０】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、前記ダイオードは、前記一の
電源線及び前記他の電源線の間に並列に複数接続されていてもよい。
【００２１】
　この態様によれば、前記一の電源線及び前記他の電源線の間に並列に複数接続された複
数のダイオードの中に不具合が生じた場合でも、不具合が生じたダイオードを除く他のダ
イオードによって電流経路を提供することができる。したがって、これら電源線に生じた
静電気を該電流経路を介して確実に放出することができ、静電気によって駆動回路が静電
破壊されることを抑制することが可能である。
【００２２】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、前記静電保護回路は、前記レ
ベルシフタの各段毎に、個別に設けられていてもよい。
【００２３】
　この態様によれば、レベルシフタ近傍の電源線で発生した静電気を該レベルシフタ近傍
に配置されたダイオードによって放出することができ、レベルシフタの各段を確実に静電
気から保護することができる。
【００２４】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、前記静電保護回路は、前記レ
ベルシフタの複数段毎に、個別に設けられていてもよい。
【００２５】
　この態様によれば、レベルシフタの複数段毎に個別にダイオードを設けておくことによ
り、レベルシフタの各段毎にダイオードを設ける場合に比べてダイオードの個数を低減す
ることができる。ダイオードの個数を低減した場合でも、一の電源線及び他の電源線はレ
ベルシフタの複数段毎に設けられたダイオードによって電流経路が構成されており、該電
流経路を介してこれら電源線に生じた静電気を放出することが可能である。また、ダイオ
ードの個数を減らすことにより、電気光学パネルの耐久性を高めながら、該電気光学パネ
ルの製造に要するコストを低減することも可能である。
【００２６】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、前記レベルシフタの出力側に
接続されており、前記一の電源線及び前記他の電源線に接続されており前記相異なる電位
の電源を用いて前記電圧を高められた転送信号をバッファリングするバッファを更に備え
る。
【００２７】
　この態様によれば、バッファにより転送信号の波形或いは出力タイミングを整えること
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ができ、該転送信号をより確実に供給することができる。
【００２８】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動回路の他の態様では、前記一の電源線及び前記他の
電源線は、前記複数の電源線のうち最高電位の電源を供給する最高電源線及び最低電位の
電源を供給する最低電源線のうち少なくとも一方を含み、前記電気経路は、前記最高電源
線へ通ずる経路及び前記最低電位線へ通ずる経路のうち少なくとも一方を含む。
【００２９】
　この態様によれば、静電保護回路は、対応する電源線上における電位を、電源回路から
供給される電源のうち、最高電位の電源と同等の電位以下又は最低電位の電源と同等の電
位以上として維持する。よって、この態様によれば、当該駆動回路の動作時において、複
数の電源線上における電位を、最高電位の電源と同等の電位以下であって最低電位の電源
と同等の電位以上に維持することが可能となる。
【００３０】
　本発明に係る駆動回路は上記課題を解決するために、複数の単位回路からなる電子回路
と、前記複数の単位回路に共通に電源を供給する電源線とを有する駆動回路において、前
記電源線から前記複数の単位回路の各々に接続するための電源入力線を有し、前記電源入
力線に保護回路を形成している。
【００３１】
　本発明に係る駆動回路によれば、同様に、例えば、電気光学パネルの組み立て時や運搬
時等、或いは動作時に駆動回路内部で発生する静電気によって複数の単位回路が静電破壊
されることを低減することができる。
【００３２】
　本発明に係る駆動回路の一の態様においては、当該駆動回路は、画像表示領域に複数の
画素部が設けられた電気光学パネルを駆動するための電気光学パネルの駆動回路であり、
前記電源線は、少なくとも相異なる電位を供給する一の電源線及び他の電源線を含み、前
記単位回路は、前記複数の画素部に画像信号を供給すべきタイミングを規定する転送信号
を出力するシフトレジスタ、及び前記相異なる電位を用いて前記出力された転送信号の電
圧を高めるレベルシフタを含む。
【００３３】
　この態様によれば、レベルシフタが静電破壊されることを抑制することができるため、
レベルシフタに電気的に接続されたシフトレジスタ等が静電破壊されることも抑制するこ
とができ、駆動回路全体を静電気から保護することも可能である。
【００３４】
　この態様においては、当該駆動回路は、前記電圧を高められた転送信号に応じて前記画
像信号を前記電気光学パネルに配線された信号線を介して前記画素部に供給することによ
って、前記電気光学パネルを駆動するデータ線駆動回路を含む。
【００３５】
　この態様によれば、特に、駆動周波数が走査線駆動回路に比べて高いことからレベルシ
フタが好適に用いられるデータ線駆動回路に係る該レベルシフタやシフトレジスタを、静
電気等から保護することが可能となる。
【００３６】
　この態様においては、前記電気光学パネルは、電流駆動型の電気光学パネルであり、前
記データ線駆動回路は、前記電圧を高められた転送信号に応じて前記画像信号をサンプリ
ング又はラッチして前記信号線に供給する。
【００３７】
　この態様によれば、同様に、画像信号をサンプリング又はラッチするための転送信号の
電圧を増幅することによって、十分な電流の画像信号を供給することで、電流駆動型の電
気光学パネルを良好に駆動することが可能となる。
【００３８】
　このような態様においては、当該駆動回路は、前記電圧を高められた転送信号を走査信
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号として前記電気光学パネルに配線された複数の走査線を介して前記画素部に供給するこ
とによって、前記電気光学パネルを駆動する走査線駆動回路を含む。
【００３９】
　この態様によれば、転送信号を走査信号として出力する走査線駆動回路に係るレベルシ
フタ及びシフトレジスタを、静電気等から保護することが可能となる。
【００４０】
　本発明に係る駆動回路の一の態様においては、前記電気光学パネルは、有機ＥＬパネル
であってもよい。
【００４１】
　この態様によれば、同様に、有機ＥＬ素子の発光量を十分に確保することができ、該有
機ＥＬパネルの画質を高めることが可能である。
【００４２】
　本発明に係る駆動回路の他の態様においては、前記保護回路は、ダイオードである。
【００４３】
　この態様によれば、電源線に生じた静電気を該電流経路を介して確実に放出することが
でき、静電気によって駆動回路が静電破壊されることを抑制することが可能である。
【００４４】
　本発明に係る駆動回路の他の態様においては、前記保護回路は、前記レベルシフタの各
段毎に、個別に設けられている。
【００４５】
　この態様によれば、レベルシフタ近傍の電源線で発生した静電気を該レベルシフタ近傍
に配置されたダイオードによって放出することができ、レベルシフタの各段を確実に静電
気から保護することができる。
【００４６】
　本発明に係る駆動回路の他の態様においては、前記保護回路は、前記レベルシフタの複
数段毎に、個別に設けられている。
【００４７】
　この態様によれば、ダイオードの個数を低減した場合でも、一の電源線及び他の電源線
はシフトレジスタの複数段毎に設けられたダイオードによって電流経路が構成されており
、該電流経路を介してこれら電源線に生じた静電気を放出することが可能である。
【００４８】
　本発明に係る駆動回路の他の態様においては、前記レベルシフタの出力側に接続されて
おり、且つ前記一の電源線及び前記他の電源線に接続されており前記相異なる電位の電源
を用いて前記電圧を高められた転送信号をバッファリングするバッファを更に備える。
【００４９】
　この態様によれば、バッファにより転送信号の波形或いは出力タイミングを整えること
ができ、該転送信号をより確実に供給することができる。
【００５０】
　本発明に係る駆動回路の他の態様においては、前記一の電源線及び前記他の電源線は、
前記複数の電源線のうち最高電位の電源を供給する最高電源線及び最低電位の電源を供給
する最低電源線のうち少なくとも一方を含み、前記保護回路によって提供される電気経路
は、前記最高電源線へ通ずる経路及び前記最低電位線へ通ずる経路のうち少なくとも一方
を含む。
【００５１】
　この態様によれば、当該駆動回路の動作時において、複数の電源線上における電位を、
最高電位の電源と同等の電位以下であって最低電位の電源と同等の電位以上に維持するこ
とが可能となる。
【００５２】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動方法は上記課題を解決するために、画像表示領域に
複数の画素部が設けられた電気光学パネルを駆動するための電気光学パネルの駆動方法で
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あって、電源回路から複数の電位の電源を複数の電源線に夫々供給する工程と、シフトレ
ジスタによって前記複数の画素部に画像信号を供給すべきタイミングを規定する転送信号
を出力する工程と、前記複数の電源線のうち少なくとも相異なる電位が供給される一の電
源線及び他の電源線に接続されたレベルシフタによって、該一の電源線及び該他の電源線
を介して供給される前記相異なる電位の電源を用いて前記出力された転送信号の電圧を高
める工程と、前記一の電源線及び前記他の電源線の間に設けられたダイオードによって、
前記一の電源線及び前記他の電源線のうち一方に印加された静電気を他方に逃がす電気経
路を提供する工程とを備える。
【００５３】
　本発明に係る電気光学パネルの駆動方法によれば、前述した本発明に係る電気光学パネ
ルの駆動回路の場合と同様に、電気経路を介して静電気等を逃がすことによって、レベル
シフタが静電破壊されることを効果的に抑制することが可能となる。
【００５４】
　本発明に係る電気光学装置は上記課題を解決するために、上述した電気光学パネルの駆
動回路及び前記電気光学パネルを備える。
【００５５】
　本発明に係る電気光学装置によれば、電源線で発生した静電気によって駆動回路が静電
破壊されることを抑制することができ、該電気光学装置の耐久性を高めることができる。
さらに、電気光学装置を製造プロセスにおける歩留まりを向上させることができ、電気光
学装置のコストが低減されることになる。
【００５６】
　本発明に係る電子機器は上記課題を解決するために、上述した電気光学装置を具備して
なる。
【００５７】
　本発明に係る電子機器によれば、上述した本発明の電気光学装置を具備してなるので、
歩留まりが高く且つ故障し難く、高品位の表示が可能な、投射型表示装置、液晶テレビ、
携帯電話、電子手帳、ワードプロセッサ、ビューファインダ型又はモニタ直視型のビデオ
テープレコーダ、ワークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネルなどの各
種電子機器を実現できる。また、本発明の電子機器として、例えば電子ペーパなどの電気
泳動装置の他に、液晶装置、有機ＥＬ表示装置、電子放出素子を利用した表示装置（Fiel
d Emission Display及びSurface-Conduction Electron-Emitter Display）等も実現する
ことが可能である。
【００５８】
　本発明のこのような作用及び他の利得は次に説明する実施の形態から明らかにされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５９】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照しながら詳細に説明する。なお、以下の実施形態
は、本発明に係る電気光学パネルの駆動回路をＴＦＴアクティブマトリクス駆動形式の有
機ＥＬ表示装置に適用したものである。
【００６０】
　[第１実施形態]
　（有機ＥＬ表示装置の構成）
　先ず、本実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の全体構成及び各画素部の構成について、図
１及び図２を参照して説明する。図１は、本実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の全体構成
を示すブロック図であり、図２は各画素部の構成を示すブロック図である。
【００６１】
　図１において、本発明に係る「電気光学装置」の一例である有機ＥＬ表示装置１は、主
要部として、本発明に係る「電気光学パネル」の一例である有機ＥＬパネル１００、本発
明に係る「電気光学パネルの駆動回路」の一例である駆動回路１２０、画像信号処理回路
３００、タイミングジェネレータ４００、及び電源回路５００を備える。
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【００６２】
　有機ＥＬパネル１００は、画素スイッチング用のスイッチング素子として素子基板上の
画像表示領域１１０に形成されたスイッチング用トランジスタ７６、駆動用トランジスタ
７４、及び該素子基板上に形成される有機ＥＬ素子７２を備える。有機ＥＬ素子７２は、
例えば、陰極、電子輸送層、発光層、正孔輸送層、透明電極及びガラス板が重ねて配置さ
れて構成されており、有機ＥＬ素子で発生した光の出射側に配置される対向基板をガラス
板としてもよい。有機ＥＬパネル１００が備える各画素部７０は電流供給線１１７と接続
されており、後述するように、駆動用トランジスタ７４がオン状態になった時に該電流供
給線１１７から有機ＥＬ素子７２を駆動するための駆動電流が供給される。
【００６３】
　タイミングジェネレータ４００は、有機ＥＬパネル１００の各部で使用される各種タイ
ミング信号を出力する。タイミングジェネレータ４００の一部であるタイミング信号出力
手段により、最小単位のクロックであり各画素を走査するためのドットクロックが作成さ
れ、このドットクロックに基づいて、Ｙクロック信号ＹＣＫ、反転Ｙクロック信号ＹＣＫ
Ｂ、Ｘクロック信号ＸＣＫ、反転Ｘクロック信号ＸＣＫＢ、Ｙ転送開始パルスＤＹ及びＸ
転送開始パルスＤＸが生成される。
【００６４】
　画像信号処理回路３００は、外部から入力画像データが入力されると、この入力画像デ
ータに基づいて画像信号を生成する。画像信号はデータ線駆動回路１５０に含まれるラッ
チ回路等でラッチ又はサンプリングされ、画像信号供給線Ｌ１を介して有機ＥＬパネル１
００に供給される。尚、本実施形態においては、説明を簡略化するため、画像信号供給線
は一本設けられているが、本発明はこれに限定されるものではなく、ＲＧＢ各色の光を発
光する有機ＥＬ素子を各画素に形成すると共に、画像信号をＲＧＢ各色に対応するＲ信号
、Ｇ信号、及びＢ信号を供給するための信号供給線を設けておいてもよい。この場合には
、画像信号供給線を３本設け、３本の画像信号供給線から各色の画素に画像信号を供給す
ればよい。また、ＲＧＢ各色を発光する有機ＥＬ素子に駆動電流を供給する電流供給線を
、各色に発光する有機ＥＬ素子毎に設けてもよい。
【００６５】
　電源回路５００は、複数の電位の電源を生成して有機ＥＬパネル１００に供給する。
【００６６】
　本実施形態では、特に、有機ＥＬパネル１００は、駆動回路内蔵型であり、その素子基
板上に、本発明に係る「駆動回路」の一例として、走査線駆動回路１３０及びデータ線駆
動回路１５０を含む駆動回路１２０が構築されている。駆動回路１２０は、好ましくは、
画像表示領域１１０に作り込まれる各画素に係るスイッチング用トランジスタ７６及び駆
動用トランジスタ７４の如き各種素子と共に、素子基板の周辺領域に作り込まれる。但し
、このような駆動回路は、少なくとも部分的に外付けＩＣとして構成され、周辺領域に後
付けされてもよい。
【００６７】
　有機ＥＬパネル１００は更に、その素子基板の中央を占める画像表示領域１１０に、縦
横に配線されたデータ線１１４及び走査線１１２を備える。データ線１１４及び走査線１
１２は、それらの交点に対応する各画素部７０が備える有機ＥＬ素子７２に駆動電流を流
すための駆動用トランジスタ７４及び該駆動用トランジスタ７４の動作をオン・オフする
スイッチング用トランジスタ７６に電気的に接続されている。尚、本実施形態では特に、
走査線１１２の総本数をｍ本（但し、ｍは２以上の自然数）とし、データ線１１４の総本
数をｎ本（但し、ｎは２以上の自然数）として説明する。
【００６８】
　データ線駆動回路１５０は、画像信号供給線Ｌ１から供給される画像信号を各データ線
１１４に順次供給する。
【００６９】
　走査線駆動回路１３０は、走査線１１２を介して走査信号をマトリクス状に配列された
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画素部７０の行毎に供給する。
【００７０】
　図２において、画素部７０は、表示素子である有機ＥＬ素子７２と、該有機ＥＬ素子７
２に駆動電流を供給するための駆動用トランジスタ７４と、該駆動用トランジスタ７４の
動作をオン・オフするためのスイッチング用トランジスタ７６とを備える。
【００７１】
　スイッチング用トランジスタ７６のソース電極には、データ線駆動回路１５０より画像
信号が供給されるデータ線１１４が電気的に接続されている一方、スイッチング用トラン
ジスタ７６のゲート電極には、後述する走査信号を供給する走査線１１２が電気的に接続
される。スイッチング用トランジスタ７６のドレイン電極には、保持容量７８が接続され
ている。各画素部７０は、走査線１１２とデータ線１１４との各交点に対応して、マトリ
クス状に配列されている。
【００７２】
　走査線１１２は、スイッチング用トランジスタ７６のゲート電極に電気的に接続され、
データ線１１４は、スイッチング用トランジスタのソース電極に電気的に接続されている
。電流供給線１１７は、駆動用トランジスタ７４のソース電極及び保持容量７８に接続さ
れている。
【００７３】
　保持容量７８は、駆動用トランジスタ７６のゲート電極に電気的にされており、データ
線１１４を介して画素部７０に供給されるデータ信号に応じた電圧を駆動用トランジスタ
７４のゲート電極に印加する。
【００７４】
　駆動用トランジスタ７４のソース電極には、電流供給線１１７が電気的に接続されてい
る。駆動用トランジスタ７４のゲート電極に印加された電圧によって駆動用トランジスタ
７４の動作がオン・オフされる結果、該駆動用トランジスタ７４は、駆動電流を電流供給
線１１７から有機ＥＬ素子７２に供給する。
【００７５】
　尚、図１及び図２に例示した画素回路の構成の他にも、例えば４個など複数のＴＦＴ、
複数の容量等を含んでなる、電流プログラム方式の画素回路、電圧プログラム型の画素回
路、電圧比較方式の画素回路、サブフレーム方式の画素回路等の各種方式の画素回路を採
用することが可能となる。
【００７６】
　（データ線駆動回路の構成）
　次に、図３及び図４を参照して、駆動回路１２０におけるデータ線駆動回路１５０の詳
細な構成について説明する。図３は、データ線駆動回路１５０の構成を示すブロック図で
あり、図４はＸ側レベルシフタ１５２の構成の一例を示すブロック図である。
【００７７】
　図３及び図４において、データ線駆動回路１５０の主要部は、Ｘ側シフトレジスタ１５
１と、Ｘ側レベルシフタ１５２と、Ｘ側バッファ１５６と、ラッチ又はサンプリング回路
２０１とを主たる構成要素とする。
【００７８】
　Ｘ側シフトレジスタ１５１には、タイミングジェネレータ４００からＸクロック信号Ｘ
ＣＫ、反転Ｘクロック信号ＸＣＫＢ、及びＸ転送開始パルスＤＸが入力される。Ｘ側シフ
トレジスタ１５１は、Ｘ転送開始パルスＤＸが入力されると、Ｘクロック信号ＸＣＫ及び
反転Ｘクロック信号ＸＣＫＢに同期して、Ｘ側転送パルスＸＰ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・
・、ＸＰｎ－１、ＸＰｎを順次生成し、Ｘ側レベルシフタ１５２に送り出す。Ｘ側シフト
レジスタ１５１は、ｎ本のデータ線１１４に対応してｎ段より構成されており、第１段目
から第ｎ段目に向かう方向で、各段よりＸ側転送パルスＸＰ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・・
、ＸＰｎ－１、ＸＰｎが順次出力される。そして、Ｘ側シフトレジスタ１５１の最終段よ
り、Ｘ側転送パルスＸＰｎが当該Ｘ側シフトレジスタ１５１のＸ側エンドパルスＸＥＰと
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しても出力される。
【００７９】
　Ｘ側レベルシフタ１５２は、Ｘ側シフトレジスタ１５１から受け取ったＸ側転送パルス
ＸＰ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・・、ＸＰｎ－１、ＸＰｎの電圧を夫々レベルシフトし、Ｘ
側駆動信号Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、・・・、Ｘｎ－１、Ｘｎとして夫々出力する。
【００８０】
　ラッチ回路又はサンプリング回路２０１は、画像信号処理回路から供給される画像信号
を、Ｘ側レベルシフタ１５２からＸ側駆動信号Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、・・・、Ｘｎ－１、Ｘ
ｎが夫々出力されるタイミングで、ラッチング又はサンプリングする。このようにラッチ
ング又はサンプリングされた画像信号は、データ線駆動回路１５０から順次データ線１１
４に供給される。
【００８１】
　尚、後述する図４において説明するように、Ｘ側レベルシフタ１５２の各段を、該各段
に入力されるＸ側転送パルスＸＰ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・・、ＸＰｎ－１、ＸＰｎの電
圧をレベルシフトするための電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）（但し、ｊ＝１、２、・・・、
ｎ）として示す。
【００８２】
　Ｘ側バッファ１５６は、Ｘ側レベルシフタ１５２から出力されたＸ側駆動信号Ｘ１、Ｘ
２、Ｘ３、・・・、Ｘｎ－１、Ｘｎの波形等を整えて、ラッチ回路又はサンプリング回路
２０１に供給する。Ｘ側バッファ１５６の各段を、電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）に接続さ
れるバッファ回路１５６ａ（ｊ）（但し、ｊ＝１、２、・・・、ｎ）として示す。
【００８３】
　データ線駆動回路１５０を駆動するための電源は、図１に示す電源回路５００から供給
される４つの電源（第１Ｘ側電源ＶＨＨＸ、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ、第３Ｘ側電源ＶＳＳ
Ｘ、及び第４Ｘ側電源ＶＬＬＸ）である。電源回路５００から供給される４つの電源は、
第１Ｘ側電源線５０１ａ、第２Ｘ側電源線５０２ａ、第３Ｘ側電源線５０３ａ、及び第４
Ｘ側電源線５０４ａを含むＸ側電源線群５１０ａを介してデータ線駆動回路１５０に供給
される。なお、４つの電源を電位が高い順に示すと、第１Ｘ側電源ＶＨＨＸ、第２Ｘ側電
源ＶＤＤＸ、第３Ｘ側電源ＶＳＳＸ、第４Ｘ側電源ＶＬＬＸの順になり、これら４つの電
源が上述した４本の電源線のうちどの電源線を介して夫々供給されるかについては、駆動
回路の設計等に基づく各種態様に応じて異なる。
【００８４】
　Ｘ側シフトレジスタ１５１は、第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａに
電気的に接続されている。よって、Ｘ側転送パルスＸＰ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・・、Ｘ
Ｐｎ－１、ＸＰｎは、第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａの夫々から供
給される電源の電位間の電圧を有する。本実施形態においては、例えば、第１Ｘ側電源線
５０１ａが第２Ｘ側電源ＶＤＤＸを供給し、第２Ｘ側電源線５０２ａが第３Ｘ側電源ＶＳ
ＳＸを供給する。すなわち、Ｘ側転送パルスＸＰ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・・、ＸＰｎ－
１、ＸＰｎの電圧は、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸの電位及び第３Ｘ側電源ＶＳＳＸの電位間の
電圧になる。
【００８５】
　後述するように、第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａが供給する電源
は、４つの電源のうち相異なる電位の電源であればよい。例えば、第１Ｘ側電源線５０１
ａが第１Ｘ側電源ＶＨＨＸを供給し、第２Ｘ側電源線５０２ａが第２Ｘ側電源ＶＤＤＸを
供給する場合もある。但し、第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａが供給
する電源は、Ｘ側レベルシフタ１５２に含まれる電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）（但し、ｊ
＝１、２、・・・、ｎ）を駆動するための電源との組み合わせを検討した上で決定される
。
【００８６】
　Ｘ側レベルシフタ１５２は、電源回路５００から供給される電源のうち第３Ｘ側電源線
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５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａを介して供給される電源によって駆動される。よっ
て、Ｘ側転送パルスＸＰ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・・、ＸＰｎ－１、ＸＰｎの電圧は、第
３Ｘ側電源線５０３ａの電位と第４Ｘ側電源線５０４ａの電位間の電圧へレベルシフトさ
れ、Ｘ側駆動信号Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、・・・、Ｘｎ－１、Ｘｎとして出力される。本実施
形態においては、例えば、第３Ｘ側電源線５０３ａが第２Ｘ側電源ＶＤＤＸを供給し、第
４Ｘ側電源線５０４ａが第４Ｘ側電源ＶＬＬＸを供給する。すなわち、Ｘ側転送パルスＸ
Ｐ１、ＸＰ２、ＸＰ３、・・・、ＸＰｎ－１、ＸＰｎは、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸの電位及
び第３Ｘ側電源ＶＳＳＸの電位間の電圧から、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ及び第４Ｘ側電源Ｖ
ＬＬＸの電位間の電圧へレベルシフトされた後、Ｘ側駆動信号Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、・・・
、Ｘｎ－１、Ｘｎとして出力される。
【００８７】
　Ｘ側レベルシフタ１５２を構成する電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）毎にダイオード１５８
（ｊ）（但し、ｊ＝１、２、・・・、ｎ）が設けられている。本実施形態においては、本
発明に係る「一の電源線」の一例である第３Ｘ側電源線５０３ａが第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ
を供給し、本発明に係る「他の電源線」の一例である第４Ｘ側電源線５０４ａが第４Ｘ側
電源ＶＬＬＸを供給していることから、ダイオード１５８（ｊ）と電圧増幅回路１５２ａ
（ｊ）は、Ｘ側レベルシフタ１５２を駆動するための電源を供給する第３Ｘ側電源線５０
３ａと第４Ｘ側電源線５０４ａとの間で並列に接続されている。
【００８８】
　Ｘ側バッファ１５６の各段を構成するＸ側バッファ１５６ａ（ｊ）は、電圧増幅回路１
５２ａ（ｊ）と同様に、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａを介して供
給される電源によって駆動される。本実施形態においては、第３Ｘ側電源線５０３ａが第
２Ｘ側電源ＶＤＤＸを供給し、第４Ｘ側電源線５０４ａが第４Ｘ側電源ＶＬＬＸを供給す
る。したがって、Ｘ側バッファ１５６ａ（ｊ）も、電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）と同様に
第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ及び第４Ｘ側電源ＶＬＬＸによって駆動される。
【００８９】
　ダイオード１５８ａ（ｊ）は、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａの
間に設けられており、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａの一方の電源
線で発生した静電気を他方に逃がす電流経路１５９（ｊ）（但し、ｊ＝１、２、・・・、
ｎ）を構成する。電流経路１５９（ｊ）は、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線
５０４ａのうち一方の電源線で発生した静電気によってＸ側レベルシフタ１５２に含まれ
る増幅回路１５２ａ（ｊ）及びバッファ１５６ａ（ｊ）が静電破壊されることを低減する
。
【００９０】
　本実施形態においては、複数のダイオード１５８ａ（ｊ）が第３Ｘ側電源線５０３ａ及
び第４Ｘ側電源線５０４ａの間に並列に設けられていることにより、Ｘ側レベルシフタ１
５２の各段を構成する電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）の近傍の電源線で静電気が発生した場
合でも、複数のダイオード１５８ａ（ｊ）によって形成される電流経路１５９（ｊ）（但
し、ｊ＝１、２、・・・、ｎ）を介して該静電気を速やかに放出することができる。すな
わち、電流経路１５９（ｊ）が本発明に係る「静電保護回路」に相当する。
【００９１】
　なお、ダイオード１５８ａ（ｊ）は、Ｘ側レベルシフタ１５２の内部に設けられている
のではなく、Ｘ側電源間保護回路１５５に含まれる。すなわち、図４は、ダイオード１５
８ａ（ｊ）及び電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）等の電気的な接続状態を示す図であり、ダイ
オード１５８ａ（ｊ）は、Ｘ側レベルシフタ１５２の外部に設けられている。該第３Ｘ側
電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａの間に並列に接続された複数のダイオード１
５６ａ（ｊ）によれば、これらダイオード１５６ａ（ｊ）のうち一つのダイオードに不具
合があった場合でも、他のダイオードによって電流経路が確保され、Ｘ側レベルシフタ１
５２が静電破壊されることを抑制することができる。なお、Ｘ側レベルシフタ１５２の静
電破壊を抑制することが可能になることによって、Ｘ側レベルシフタ１５２に電気的に接
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続されているＸ側シフトレジスタ１５１が静電破壊されることを抑制することもでき、デ
ータ線駆動回路１５０全体を静電気から保護することが可能である。
【００９２】
　本実施形態においては、ダイオード１５８ａ（ｊ）は、電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）毎
に一つずつ設けられているが、電流経路を構成するダイオードは、例えば、複数の電圧増
幅回路１５２ａ（ｊ）を一群とした電圧増幅回路群に一つ設けられていてもよく、一の電
圧増幅回路群と並列に設けられたダイオードに不具合が生じた場合でも、他の電圧増幅回
路群と並列に設けられたダイオードによって電源線に発生した静電気を逃がすことが可能
である。また、電圧増幅回路１５２ａ（ｊ）毎にダイオード１５８ａ（ｊ）を設ける場合
に比べて、ダイオードの個数を低減し、且つ電流経路を確保することができる。
【００９３】
　有機ＥＬ表示装置１において、例えば、有機ＥＬパネル１００の組み立て時又は運搬時
などの非動作時に又は電源供給が行われている動作時に、特に駆動回路１２０或いはこれ
に接続された各種配線に静電気が発生する場合がある。該駆動回路１２０のうちデータ線
駆動回路１５０を構成するＸ側シフトレジスタ１５１、Ｘ側レベルシフタ１５２、或いは
バッファ１５６に静電気が印加されると、Ｘ側シフトレジスタ１５１、Ｘ側レベルシフタ
１５２、或いはバッファ１５６の一部又は全部が破壊される場合がある。また、Ｘ側シフ
トレジスタ１５１、Ｘ側レベルシフタ１５２、或いはバッファが破壊されない場合であっ
ても、これら駆動回路の構成要素が劣化してしまう恐れがある。特に、Ｘ側電源線群５１
０ａに含まれる電源線は、該電源線を形成する際の製造プロセスにおいて静電気を発生さ
せることがある。本発明に係る「静電保護回路」の一例である電流経路１５９（ｊ）を含
むＸ側電源間保護回路１５５を、Ｘ側電源線群５１０ａに対して設けることにより、一の
電源線で発生した静電気を他の電源線に逃がすことができ、駆動回路１２０が静電破壊さ
れることを抑止することができる。
【００９４】
　データ線駆動回路１５０においては、当該データ線駆動回路１５０に外部から信号が入
力される入力端子側、及び当該データ線駆動回路１５０より外部に信号が出力される出力
端子側のうち少なくとも一方に対しても保護回路が設けられていてもよい。例えば、図３
で示したように、データ線駆動回路１５０は、Ｘ側電源線群５１０ａに対して設けられる
Ｘ側電源間保護回路１５５の他に、データ線駆動回路１５０の入力端子側に対して設けら
れるＸ側入力保護回路と、出力端子側に対して設けられるＸ側出力保護回路とを備えてい
てもよい。より具体的には、図３において、Ｘ側入力保護回路は、例えばＸクロック信号
ＸＣＫ、反転Ｘクロック信号ＸＣＫＢ、及びＸ転送開始パルスＤＸが入力される信号線に
対して設けられていればよい。Ｘ側出力保護回路は、Ｘ側エンドパルスＸＥＰが出力され
る信号線に対して設けられており、Ｘ側出力保護回路をＸ側駆動信号Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、
・・・、Ｘｎ－１、Ｘｎが出力される信号線に対して設けておいてもよい。
　また、Ｘ側電源間保護回路１５５は、有機ＥＬパネル１００の駆動時にも、Ｘ側電源線
群５１０ａにおける４種の電位の高低関係が予め設定された関係に維持されるように、電
流経路１５９（ｊ）によって通電することが可能である。即ち、有機ＥＬパネル１００の
駆動時にも、データ線駆動回路１５０は、Ｘ側電源間保護回路１５５による通電の影響を
殆ど受けることなく動作することができる。
　本実施形態においては、主にデータ線駆動回路について説明したが、本発明に係る電気
光学パネルの駆動回路の構成は、データ線駆動回路に限定されるものではなく、電気光学
パネルに走査信号を供給する走査線駆動回路にも適用な構成である。したがって、走査線
駆動回路にダイオードを設けることによって走査線駆動回路で発生した静電気を外部に放
出することが可能であり、走査線駆動回路を静電気から保護することができる。
【００９５】
　[第２実施形態]
　次に、本発明に係る有機ＥＬパネルの駆動回路の他の実施形態について、図５を参照し
ながら説明する。なお、以下で説明する第２の実施の形態から第４の実施の形態に係る有
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機ＥＬ表示装置は、ダイオードが接続される位置を除いて第１の実施の形態で説明した有
機ＥＬ表示装置と同様の構成であることから、共通部分については同一の符号を用いて説
明する。さらに、第２の実施の形態から第４の実施の形態においては、Ｘ側シフトレジス
タ、Ｘ側レベルシフタ、及びＸ側バッファを構成する各段のうち任意の段についてのみ説
明する。
【００９６】
　本実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の駆動回路に含まれる静電保護回路は、Ｘ側シフト
レジスタを駆動する電源を供給する電源線の間に設けられたダイオード１６７ａ（ｊ）と
、Ｘ側レベルシフタを駆動する電源を供給する電源線の間に設けられたダイオード１６８
ａ（ｊ）によって、Ｘ側シフトレジスタ及びＸ側レベルシフタの両方に対して夫々静電気
を逃がすための電流経路を提供した例である。図５は、図２に示したＸ側シフトレジスタ
１５１、Ｘ側レベルシフタ１５２、及びＸ側バッファ１５６の各段のうちの一つを抜き出
して示したブロック図である。
【００９７】
　図５において、データ線駆動回路１５０に含まれるＸ側シフトレジスタ１５１を構成す
る各段Ｓ／Ｒ１６１ａ（ｊ）（但し、ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、Ｘ側レベルシフタ１５
２に含まれる各段Ｌ／Ｓ１６２ａ（ｊ）（但し、ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、及びＸ側バ
ッファＢ／Ｆ１６６ａ（ｊ）（但し、ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、該データ線駆動回路の
入力側からＳ／Ｒ１６１ａ（ｊ）、Ｌ／Ｓ１６２ａ（ｊ）、Ｂ／Ｆ１６６ａ（ｊ）の順に
電気的に接続されている。
【００９８】
　Ｓ／Ｒ１６１ａ（ｊ）は、第１Ｘ側電源線５０１ａから供給される第２Ｘ側電源ＶＤＤ
Ｘと第２Ｘ側電源線５０２ａから供給される第３Ｘ側電源ＶＳＳＸとにより駆動される。
Ｌ／Ｓ１６２ａ（ｊ）及びＢ／Ｆ１６６ａ（ｊ）は、第３Ｘ側電源線５０３ａから供給さ
れる第２Ｘ側電源ＶＤＤＸと第４Ｘ側電源線５０４ａから供給される第４Ｘ側電源ＶＬＬ
Ｘとにより駆動される。すなわち、本実施形態においては、第３Ｘ側電源線５０３ａが本
発明に係る「一の電源線」に相当し、第４Ｘ側電源線５０４ａが本発明に係る「他の電源
線」に相当する。
【００９９】
　本発明に係る「ダイオード」の一例であるダイオード１６７ａ（ｊ）及び１６８ａ（ｊ
）は静電気を逃がすための電流経路１６９ａ（ｊ）と１６９ｂ（ｊ）を夫々構成する。
【０１００】
　ダイオード１６７ａ（ｊ）は、Ｓ／Ｒ１６１ａ（ｊ）に第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ及び第３
Ｘ側電源ＶＳＳＸを供給する２本の電源線の間に、該Ｓ／Ｒ１６１ａ（ｊ）と電気的に並
列に接続されている。本実施形態においては、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ及び第３Ｘ側電源Ｖ
ＳＳＸを供給する２本の電源線は第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａで
あり、ダイオード１６７ａ（ｊ）はこれら２本の電源線のうち一方で発生した静電気を他
方に逃がす電流経路１６８ａ（ｊ）を提供することによって、静電気からＳ／Ｒ１６１ａ
（ｊ）を保護することができる。
【０１０１】
　ダイオード１６８ａ（ｊ）は、Ｌ／Ｓ１６２ａ（ｊ）に第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ及び第４
Ｘ側電源ＶＬＬＸを供給する２本の電源線の間に、該Ｌ／Ｓ１６２ａ（ｊ）と電気的に並
列に接続されている。第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ及び第４Ｘ側電源ＶＬＬＸを供給する２本の
電源線は、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａであり、ダイオード１６
８ａ（ｊ）はこれら２本の電源線のうちの一方で発生した静電気を他方に逃がす電流経路
１６９ａ（ｊ）を提供することによって、静電気からＬ／Ｓ１６２ａ（ｊ）を静電気から
保護することができる。なお、本実施形態においては、Ｓ／Ｒ１６１ａ（ｊ）とＬ／Ｓ１
６２ａ（ｊ）、及びＬ／Ｓ１６２ａ（ｊ）とＢ／Ｆ１６６ａ（ｊ）において、夫々電源線
を共用していることから、第１Ｘ側電源線５０１ａ、第２Ｘ側電源線５０２ａ、第３Ｘ側
電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａの何れかの電源線で発生した静電気を他の電
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源線に逃がすことが可能である。より具体的には、第４Ｘ側電源ＶＬＬＸから電源を供給
する第４Ｘ側電源線５０４ａに第２Ｘ側電源ＶＤＤＸより高電位の静電気が印加された場
合、ダイオード１６８ａ（ｊ）を含む電流経路１６９ａ（ｊ）は、静電気を第４Ｘ側電源
線５０４ａから第３Ｘ側電源線５０３ａに放出する。第２Ｘ側電源ＶＤＤＸから電源を供
給する第３Ｘ側電源線５０３ａに第４Ｘ側電源ＶＬＬＸより低電位の静電気が印加された
場合、ダイオード１６８ａ（ｊ）を含む電流経路１６９ｂ（ｊ）は、静電気を第３Ｘ側電
源線５０３ａから第４Ｘ側電源線５０４ａに放出する。
【０１０２】
　従って、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａに静電気が印加されても
、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａ間に発生する不慮の電圧を電気経
路より低電位の静電気が印加された場合、ダイオード１６８ａ（ｊ）を含む電流経路を介
して分散して除去することが可能となる。同様に、第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側
電源線５０２ａとの間にもダイオード１６７ａ（ｊ）によって電流経路１６９ａ（ｊ）が
形成されていることから、第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａに発生し
た静電気に起因する不慮の電圧を該電流経路１６９ａ（ｊ）を介して放出することが可能
である。したがって、ダイオード１６７ａ（ｊ）及び１６８ａ（ｊ）によれば、Ｓ／Ｒ１
６１ａ（ｊ）、Ｌ／Ｓ１６２ａ（ｊ）、及びＢ／Ｆ１６６ａ（ｊ）の全てを静電気から保
護することが可能である。
【０１０３】
　[第３実施形態]
　次に、本発明に係る有機ＥＬパネルの駆動回路の他の実施形態について、図６を参照し
ながら説明する。図６は、本実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。本
実施形態に係る有機ＥＬパネルの駆動回路は、第２の実施形態に係る有機ＥＬパネルの駆
動回路の変形例であり、Ｘ側シフトレジスタ及びＸ側レベルシフタに電源を供給する３本
の電源線間に電流経路を形成し、これら電源線のうち一の電源線で発生した静電気を他の
電源線に逃がすことができる点に特徴を有する。
【０１０４】
　図６において、駆動回路に含まれるＸ側シフトレジスタの各段Ｓ／Ｒ１７１ａ（ｊ）、
Ｘ側レベルシフタの各段Ｌ／Ｓ１７２ａ（ｊ）、及びＸ側バッファの各段Ｂ／Ｆ１７６ａ
（ｊ）は、該データ駆動回路の入力側からＳ／Ｒ１７１ａ（ｊ）、Ｌ／Ｓ１７２ａ（ｊ）
、及びＢ／Ｆ１７６ａ（ｊ）の順で直列に電気的に接続されている。したがって、タイミ
ングジェネレータ及び画像信号処理回路から該駆動回路に入力される各種信号は、Ｓ／Ｒ
１７１ａ（ｊ）から所定のタイミングでＬ／Ｓ１７２ａ（ｊ）に転送パルスとして転送さ
れ、該転送パルスはＬ／Ｓ１７２ａ（ｊ）によって電圧がレベルシフトされた駆動信号と
してＢ／Ｆ１７６ａ（ｊ）を介して出力される。
【０１０５】
　Ｓ／Ｒ１７１ａ（ｊ）は、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ及び第３Ｘ側電源ＶＳＳＸによって駆
動される。第１Ｘ側電源線５０１ａが第２Ｘ側電源ＶＤＤＸをＳ／Ｒ１７１ａ（ｊ）に供
給し、第２Ｘ側電源線５０２ａが第３Ｘ側電源ＶＳＳＸをＳ／Ｒ１７１ａ（ｊ）に供給す
る。第１Ｘ側電源線５０１ａと第２Ｘ側電源線５０２ａとの間には、Ｓ／Ｒ１７１ａ（ｊ
）と並列にダイオード１７７ａ（ｊ）が電気的に接続されており、ダイオード１７７ａ（
ｊ）が第１Ｘ側電源線５０１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａの一方の電源線に発生した静
電気を他方に放出する電流経路１７９ａ（ｊ）を構成する。
【０１０６】
　ダイオード１７７ａ（ｊ）のアノード側は、第２Ｘ側電源線５０２ａに電気的に接続さ
れ、カソード側は第１Ｘ側電源線５０１ａに電気的に接続されている。したがって、第３
Ｘ側電源ＶＳＳＸから電源が供給される第２Ｘ側電源線５０２ａに第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ
より高電位の静電気が印加された場合、ダイオード１７７ａ（ｊ）は、静電気を第２Ｘ側
電源線５０２ａから第１Ｘ側電源線５０１ａに放出する。第２Ｘ側電源ＶＤＤＸから電源
が供給される第１Ｘ側電源線５０１ａに第３Ｘ側電源ＶＳＳＸより低電位の静電気が印加
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された場合、ダイオード１７７ａ（ｊ）は、静電気を第１Ｘ側電源線５０１ａから第２Ｘ
側電源線５０２ａに放出する。ダイオード１７７ａ（ｊ）によれば、第１Ｘ側電源線５０
１ａ及び第２Ｘ側電源線５０２ａの一方の電源線で発生した静電気を放出することができ
、Ｓ／Ｒ１７１ａ（ｊ）を静電気から保護することができる。
【０１０７】
　Ｌ／Ｓ１７２ａ（ｊ）は、第１Ｘ側電源ＶＨＨＸ及び第３Ｘ側電源ＶＳＳＸによって駆
動される。第３Ｘ側電源線５０３ａが第１Ｘ側電源ＶＨＨＸをＬ／Ｓ１７２ａ（ｊ）に供
給し、第４Ｘ側電源線５０４ａが第３Ｘ側電源ＶＳＳＸをＬ／Ｓ１７２ａ（ｊ）に供給す
る。第３Ｘ側電源線５０３ａと第４Ｘ側電源線５０４ａとの間には、Ｌ／Ｓ１７２ａ（ｊ
）と並列にダイオード１７８ａ（ｊ）が電気的に接続されており、ダイオード１７８ａ（
ｊ）が第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａの一方の電源線に発生した静
電気を他方に放出する電流経路１７９ｃ（ｊ）を構成する。
【０１０８】
　なお、Ｓ／Ｒ１７１ａ（ｊ）に第３Ｘ側電源ＶＳＳＸを供給する第２Ｘ側電源線５０２
ａとＬ／Ｓ１７２ａ（ｊ）に第３Ｘ側電源ＶＳＳＸを供給する第４Ｘ側電源線５０４ａと
は共に第３Ｘ側電源ＶＳＳＸを供給することから、第１Ｘ側電源線５０１ａ、第２Ｘ側電
源線５０２ａ及び第３Ｘ側電源線５０３ａとの間においてこれら電源線に発生した静電気
を相互に放出するための電流経路１７９ｂ（ｊ）がダイオード１７３ａ（ｊ）によって形
成されている。したがって、ダイオード１７７ａ（ｊ）、１７３ａ（ｊ）及び１７８ａ（
ｊ）によれば、３本の電源線の何れかの電源線で発生した静電気からＳ／Ｒ１７１ａ（ｊ
）及びＬ／Ｓ１７２ａ（ｊ）を保護することが可能である。
【０１０９】
　Ｂ／Ｆ１７６ａ（ｊ）は、第１Ｘ側電源ＶＨＨＸ及び第３Ｘ側電源ＶＳＳＸによって駆
動される。第３Ｘ側電源線５０３ａが第１Ｘ側電源ＶＨＨＸをＢ／Ｆ１７６ａ（ｊ）に供
給し、第４Ｘ側電源線５０４ａが第３Ｘ側電源ＶＳＳＸをＢ／Ｆ１７６ａ（ｊ）に供給す
る。第３Ｘ側電源線５０３ａと第４Ｘ側電源線５０４ａとの間には、Ｂ／Ｆ１７６ａ（ｊ
）と並列にダイオード１７９ｃ（ｊ）が電気的に接続されており、ダイオード１７９ｃ（
ｊ）が第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａの一方の電源線に発生した静
電気を他方に放出する電流経路１７８ａ（ｊ）を構成する。したがって、ダイオード１７
９ｃ（ｊ）によれば、第３Ｘ側電源線５０３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａのうち一方の
電源線で発生した静電気からＬ／Ｓ１７２ａ（ｊ）及びＢ／Ｆ１７６ａ（ｊ）を保護する
ことが可能である。
【０１１０】
　このように、第１Ｘ側電源線５０１ａ、第２Ｘ側電源線５０２ａ、第３Ｘ側電源線５０
３ａ及び第４Ｘ側電源線５０４ａに発生した静電気をダイオード１７７ａ（ｊ）、１７８
ａ（ｊ）、及び１７９ａ（ｊ）によって分散して除去することが可能である。したがって
、これら電源線間に発生する不慮の電圧が発生した場合でも、Ｘ側レベルシフタ、Ｘ側バ
ッファ、及びＸ側シフトレジスタを含む駆動回路全体を静電気等に起因する不慮の電圧か
ら保護することができる。
【０１１１】
　[第４実施形態]
　次に、図７を参照しながら、本発明に係る有機ＥＬパネルの駆動回路の他の実施形態に
ついて説明する。図７は、本実施形態に係る有機ＥＬパネルの駆動回路の一部を示すブロ
ック図である。本実施形態に係る有機ＥＬパネルの駆動回路は、有機ＥＬパネルを駆動す
るためのＸ側レベルシフタを構成する各段が、４つの電源線（第１Ｘ側電源ＶＨＨＸ、第
２Ｘ側電源ＶＤＤＸ、第３Ｘ側電源ＶＳＳＸ、第４Ｘ側電源ＶＬＬＸ）のうち３種の電源
によって駆動され、該３種の電源間に電流経路を設けることによってこれら３種の電源線
に発生した静電気を分散して除去することができる点に特徴を有する。なお、Ｘ側レベル
シフタ１６２の３種の電源を供給するためにＸ側シフトレジスタに電源を供給する第１Ｘ
側電源線５０１ａ或いは第２Ｘ側電源線５０２ａの一方がＸ側レベルシフタ１５１に電源
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を供給するための電源線として共用される。
【０１１２】
　図７において、Ｘ側レベルシフタ１５２を構成する各段Ｌ／Ｓ１８２ａ（ｊ）は、第１
Ｘ側電源ＶＨＨＸ、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸ、及び第３Ｘ側電源ＶＳＳＸによって駆動され
る。本実施形態においては、例えば、第３Ｘ側電源線５０３ａが第１Ｘ側電源ＶＨＨＸを
Ｌ／Ｓ１８２ａ（ｊ）に供給し、第４Ｘ側電源線５０４ａが第３Ｘ側電源線ＶＳＳＸをＬ
／Ｓ１８２ａ（ｊ）に供給する。Ｌ／Ｓ１８２ａ（ｊ）からＸ側バッファＢ／Ｆ１８６ａ
（ｊ）に転送されるＸ側駆動信号は、Ｌ／Ｓ１８２ａ（ｊ）によって第１Ｘ側電源ＶＨＨ
Ｘ及び第３Ｘ側電源ＶＳＳＸの電位間の電圧へレベルシフトされている。なお、Ｌ／Ｓ１
８２ａ（ｊ）には、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸも供給される。第２Ｘ側電源線ＶＤＤＸをＬ／
Ｓ１８２ａ（ｊ）に供給する電源線としては、例えば、Ｓ／Ｒ１８１ａ（ｊ）に電源を供
給する電源線が共用される。
【０１１３】
　第１Ｘ側電源ＶＨＨＸを供給する第３Ｘ側電源線５０３ａと第３Ｘ側電源線ＶＳＳＸを
供給する第４Ｘ側電源線５０４ａとの間には、ダイオード１８７ａ（ｊ）が設けられてい
る。ダイオード１８７ａ（ｊ）のアノード側は第４Ｘ側電源線５０４ａと電気的に接続さ
れ、カソード側は第３Ｘ側電源線５０３ａと電気的に接続されている。したがって、ダイ
オード１８７ａ（ｊ）は、第３Ｘ側電源線５０３ａと第４Ｘ側電源線５０４ａとの間でこ
れら電源線に発生した静電気等を放出するための電流経路１８５ａ（ｊ）を提供する。
【０１１４】
　ダイオード１８７ａ（ｊ）は、第４Ｘ側電源線５０４ａに第１Ｘ側電源ＶＨＨＸより高
電位の静電気が印加された場合には、静電気を第４Ｘ側電源線５０４ａから第３Ｘ側電源
線５０３ａに放出し、第３Ｘ側電源線５０４ａに第３Ｘ側電源ＶＳＳＸより低電位の静電
気が印加された場合には、静電気を第３電源線５０３ａから第４Ｘ側電源線５０４ａに放
出する。したがって、ダイオード１８７ａ（ｊ）は、Ｘ側レベルシフタを駆動するための
電源を供給する電源線で発生した静電気によってＸ側レベルシフタが静電破壊されること
を低減することができる。
【０１１５】
　ダイオード１８８ａ（ｊ）は、第２Ｘ側電源ＶＤＤＸを供給する電源線と、第１Ｘ側電
源ＶＨＨＸを供給する第３Ｘ側電源線５０３ａとの間に電気的に接続されている。ダイオ
ード１８８ａ（ｊ）も、ダイオード１８７ａ（ｊ）と同様にこれら２本の電源線で発生し
た静電気等を放出する電流経路１８６ａ（ｊ）を提供する。
【０１１６】
　したがって、ダイオード１８７ａ（ｊ）及び１８８ａ（ｊ）によれば、Ｌ／Ｓ１８２ａ
（ｊ）駆動回路内の電源線で発生した静電気によってＬ／Ｓ１８２ａ（ｊ）が破壊される
ことを抑制することができ、駆動回路全体が静電気によって破壊されることを抑制するこ
とが可能である。
【０１１７】
　[第５実施形態]
　次に、本発明に係る駆動回路の実施形態について説明する。図８は、本実施形態に係る
駆動回路を搭載した画像表示装置の構成の概略を示す図であり、図９乃至図１１は、本実
施形態に係る駆動回路に含まれる保護回路の配置をより詳細に示す図である。本実施形態
に係る駆動回路も第１実施形態乃至第４実施形態で説明した電気光学パネルの駆動回路と
同様に、駆動回路の含まれる各種回路を静電気から保護することが可能である。なお、図
８乃至図１１においては図４乃至図７に比べて配線の接続状態についてより詳細に示すと
共に、共通部分については共通の符号を用いて説明を行う。
【０１１８】
　図８において、有機ＥＬ表示装置２００は、有機ＥＬディスプレイパネル２５０、有機
ディスプレイパネル２５０上にマトリクス状が配列された複数の画素部２０５を含む画像
表示領域２１０、データ線駆動回路２２０、及び電源線２４１ａ、２４１ｂ及び２４１ｃ
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を含む電源線群２４０ａを備えて構成される。
【０１１９】
　データ線駆動回路２２０は、本発明に係る「電子回路」の夫々一例であるシフトレジス
タ２２１、レベルシフタ２２２、及びバッファ２２３を含み、シフトレジスタ２２１、レ
ベルシフタ２２２、及びバッファ２２３の各段２２１（ｊ）、２２２（ｊ）、及び２２３
（ｊ）が本発明に係る「単位回路」の夫々一例である。電源線２４１ａ、２４１ｂ及び２
４１ｃは夫々異なる電位の電源ＶＤＤ、ＶＳＳ、ＶＨＨをデータ線駆動回路２２０に供給
する。なお、有機ＥＬ表示装置は、図１を参照して説明した有機ＥＬ表示装置と同様の構
成を備えていることから、詳細な構成についての説明は省略する。
【０１２０】
　図９は、データ線駆動回路２２０に含まれる保護回路の配置の一例を示す図であり、デ
ータ線駆動回路２２０は、電源入力線２８０（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、及び本
発明に係る「保護回路」の一例である静電保護ダイオード３００（ｊ）（ｊ＝１、２、・
・・、ｎ）を含む。
【０１２１】
　図９において、電源入力線２８０（ｊ）は、シフトレジスタ、バッファ、レベルシフタ
の各段及び電源線２４１ａ、２４１ｂ及び２４１ｃを電気的に接続し、電源線２４１ｃか
ら電源ＶＬＬをシフトレジスタ２２１、レベルシフタ２２２、バッファ２２３の各段に夫
々供給する。
【０１２２】
　電源入力線２８０（ｊ）は、電源線２４１ｂ及び２４１ｃ間に設けられており、電源線
２４１ｃから分岐するようにシフトレジスタ２２１、レベルシフタ２２２、バッファ２２
３の各段の近傍に延設されている。
【０１２３】
　静電保護ダイオード３００（ｊ）は、電源入力線２８０（ｊ）の途中に設けられており
、電源線２４１ｂ及び２４１ｃで発生、或いは電源線２４１ｂ及び２４１ｃに蓄積された
静電気から、レベルシフタ２２２及びバッファ２２３の各段を保護する。静電保護ダイオ
ード３００（ｊ）は、レベルシフタ２２２及びバッファ２２３の各段に電源を供給する電
源入力線２８０（ｊ）に設けられていることから、電源入力線２８０（ｊ）の外部、例え
ば、電源線２４１ｃ或いは２４１ｂに設けられる保護回路に比べてレベルシフタ２２２及
びバッファ２２３の各段の近傍に設けられている。したがって、レベルシフタ２２２及び
バッファ２２３の各段を、電源線２４１ｃ或いは２４１ｂに蓄積された静電気からより確
実に保護することが可能である。
【０１２４】
　図１０は、保護回路の配置の他の例を示す図であり、データ線保護回路２２０は、電源
入力線２８１（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）及び２８２（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・
、ｎ）、静電保護ダイオード３０１（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）及び３０２（ｊ）
（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）を含んで構成される。
【０１２５】
　図１０において、電源入力線２８１（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）は、電源線２４
１ｃ及び２４１ｂ間を電気的に接続するようにレベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２
２３（ｊ）の各段毎に設けられており、レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（
ｊ）の各段に夫々電源ＶＬＬを供給する。
【０１２６】
　静電保護ダイオード３０１（ｊ）は、レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（
ｊ）の各段毎に電源入力線２８１（ｊ）の途中に設けられており、電源線２４１ｃ及び２
４１ｂで発生した静電気、或いは電源線２４１ｃ及び２４１ｂに蓄積された静電気からレ
ベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段を保護する。
【０１２７】
　電源入力線２８２（ｊ）は、電源線２４１ａ及び２４１ｂ間を電気的に接続するように
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シフトレジスタ２２１（ｊ）の各段毎に設けられており、シフトレジスタ２２１（ｊ）の
各段に夫々電源ＶＳＳを供給する。
【０１２８】
　静電保護ダイオード３０２（ｊ）は、シフトレジスタ２２１（ｊ）の各段毎に電源入力
線２８２（ｊ）の途中に設けられており、電源線２４１ａ及び２４１ｂで発生した静電気
、或いは電源線２４１ａ及び２４１ｂに蓄積された静電気からシフトレジスタ２２１（ｊ
）の各段を保護する。
【０１２９】
　静電保護ダイオード３０１（ｊ）及び３０２（ｊ）は、シフトレジスタ２２１（ｊ）、
レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段に電源を供給する電源入力線
２８１（ｊ）及び２８２（ｊ）の外部、例えば、電源線２４１ａ、２４１ｂ或いは２４１
ｂに設けられる保護回路に比べてシフトレジスタ２２１（ｊ）、レベルシフタ２２２（ｊ
）及びバッファ２２３（ｊ）の各段の近傍に設けられている。したがって、静電保護ダイ
オード３０１（ｊ）及び３０２（ｊ）は、シフトレジスタ２２１（ｊ）、レベルシフタ２
２２及びバッファ２２３の各段を、電源線２４１ａ、２４１ｂ或いは２４１ｃに蓄積され
た静電気からより確実に保護することが可能である。
【０１３０】
　図１１は、保護回路の配置の他の例を示す図であり、データ線保護回路２２０は、電源
入力線２８３（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、２８４（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、
ｎ）、２８５（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、２８６（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、
ｎ）、静電保護ダイオード３０３（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、３０４（ｊ）（ｊ
＝１、２、・・・、ｎ）、３０５（ｊ）（ｊ＝１、２、・・・、ｎ）、３０６（ｊ）（ｊ
＝１、２、・・・、ｎ）を含んで構成される。
【０１３１】
　図１１において、電源入力線２８３（ｊ）は、電源線２４１ｃ及び２４１ｂ間を電気的
に接続するようにレベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段毎に設けら
れており、レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段に夫々電源ＶＬＬ
を供給する。
【０１３２】
　静電保護ダイオード３０３（ｊ）は、レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（
ｊ）の各段毎に電源入力線２８３（ｊ）の途中に設けられており、電源線２４１ｃ及び２
４１ｂで発生した静電気、或いは電源線２４１ｃ及び２４１ｂに蓄積された静電気からレ
ベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段を保護する。
【０１３３】
　電源入力線２８４（ｊ）は、電源線２４１ｂ及び２４１ｃ間を電気的に接続するように
レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段毎に設けられており、レベル
シフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段に夫々電源ＶＳＳを供給する。
【０１３４】
　静電保護ダイオード３０４（ｊ）は、レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（
ｊ）の各段毎に電源入力線２８４（ｊ）の途中に設けられており、電源線２４１ｃ及び２
４１ｂで発生した静電気、或いは電源線２４１ｃ及び２４１ｂに蓄積された静電気からレ
ベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の各段を保護する。
【０１３５】
　電源入力線２８５（ｊ）は、電源線２４１ａ及び２４１ｂ間を電気的に接続するように
シフトレジスタ２２１（ｊ）の各段毎に設けられており、シフトレジスタ２２１（ｊ）の
各段に夫々電源ＶＤＤを供給する。
【０１３６】
　静電保護ダイオード３０５（ｊ）は、シフトレジスタ２２１（ｊ）の各段毎に電源入力
線２８５（ｊ）の途中に設けられており、電源線２４１ａ及び２４１ｂで発生した静電気
、或いは電源線２４１ａ及び２４１ｂに蓄積された静電気からシフトレジスタ２２１（ｊ
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）の各段を保護する。
【０１３７】
　電源入力線２８６（ｊ）は、電源線２４１ａ及び２４１ｂ間を電気的に接続するように
シフトレジスタ２２１（ｊ）の各段毎に設けられており、シフトレジスタ２２１（ｊ）の
各段に夫々電源ＶＳＳを供給する。
【０１３８】
　静電保護ダイオード３０６（ｊ）は、シフトレジスタ２２１（ｊ）の各段毎に電源入力
線２８６（ｊ）の途中に設けられており、電源線２４１ａ及び２４１ｂで発生した静電気
、或いは電源線２４１ａ及び２４１ｂに蓄積された静電気からシフトレジスタ２２１（ｊ
）の各段を保護する。
【０１３９】
　静電保護ダイオード３０３（ｊ）、３０４（ｊ）、３０５（ｊ）、及び３０６（ｊ）は
、シフトレジスタ２２１（ｊ）、レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３（ｊ）の
各段に電源を供給する電源入力線２８３（ｊ）、２８４（ｊ）、２８５（ｊ）、及び２８
６（ｊ）の外部、例えば、電源線２４１ａ、２４１ｂ或いは２４１ｃに設けられる保護回
路に比べてシフトレジスタ２２１（ｊ）、レベルシフタ２２２（ｊ）及びバッファ２２３
（ｊ）の各段の近傍に設けられている。したがって、静電保護ダイオード３０３（ｊ）、
３０４（ｊ）、３０５（ｊ）、及び３０６（ｊ）は、シフトレジスタ２２１（ｊ）、レベ
ルシフタ２２２及びバッファ２２３の各段を、電源線２４１ａ、２４１ｂ或いは２４１ｃ
に蓄積された静電気からより確実に保護することが可能である。
【０１４０】
　（電子機器）
　次に、上述した有機ＥＬ表示装置が搭載された各種電子機器について説明する。以下で
説明する各種電子機器は、第１実施形態から第４実施形態に係る電気光学パネルの駆動回
路のうち何れかの駆動回路を含む。また、以下で説明する各種電子機器は、第５実施形態
に係る駆動回路を含んでいてもよい。
【０１４１】
　＜Ａ：モバイル型コンピュータ＞
　モバイル型のパーソナルコンピュータに、上述した有機ＥＬ表示装置を適用した例につ
いて、図１２を参照しながら説明する。ここに、図１２は、コンピュータ１２００の構成
を示す斜視図である。
【０１４２】
　図１２において、コンピュータ１２００は、キーボード１２０２を備えた本体部１２０
４と、図示しない有機ＥＬ表示装置を用いて構成された表示部１００５を有する表示ユニ
ット１２０６とを備えている。表示部１００５は、高品質の画像を表示することができる
とともに、装置全体の信頼性も高められている。表示部１００５が備える複数の有機ＥＬ
ディスプレイ基板に赤、緑、青の光の三原色の光を発光する有機ＥＬ素子を形成しておく
ことによって、該表示部１００５はフルカラー表示で画像表示を行うことができる。
【０１４３】
　＜Ｂ：携帯型電話機＞
　更に、上述した有機ＥＬ表示装置を携帯型電話機に適用した例について、図１３を参照
して説明する。図１３は、携帯型電話機１３００の構成を示す斜視図である。図１３にお
いて、携帯型電話機１３００は、複数の操作ボタン１３０２と共に、本発明の一実施形態
である有機ＥＬ表示装置を有する表示部１３０５を備えるものである。
【０１４４】
　表示部１３０５は、上述の表示部１００５と同様に高品質の画像を表示することができ
ると共に信頼性が高められている。表示部１３０５が備える有機ＥＬディスプレイパネル
の歩留まりが向上していることから、携帯型電話機１３００全体の価格が抑制できると共
に、携帯型電話機１３００の耐久性も高められている。また、表示部１３０５が備える複
数の有機ＥＬ素子が夫々赤、緑、青の光の三原色の光を発光することによって、該表示部
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【０１４５】
　尚、本発明は、上述した実施例に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体か
ら読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変
更を伴う電気光学パネルの駆動回路、その駆動方法、並びに電子機器もまた本発明の技術
的範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１４６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の全体構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示装置に含まれる画素の構成を示すブロ
ック図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示装置に含まれるデータ線駆動回路の構
成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示装置に含まれるデータ線駆動回路の一
部を示すブロック図である。
【図５】本発明の第２実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。
【図６】本発明の第３実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。
【図７】本発明の第４実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。
【図８】本発明の第５実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。
【図９】本発明の第５実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。
【図１０】本発明の第５実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。
【図１１】本発明の第５実施形態に係る駆動回路の一部を示すブロック図である。
【図１２】本発明の実施形態に係るコンピュータの斜視図である。
【図１３】本発明の実施形態に係る携帯型電話機の斜視図である。
【符号の説明】
【０１４７】
　有機ＥＬ表示装置　１、有機ＥＬパネル　１００、画素部　７０、Ｘ側シフトレジスタ
　１５１、レベルシフタ　１５２。
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